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は じ め に 

 

 

 

この年報は、瀬戸市消防本部における消防力の現状と、令和６年４

月１日現在における各種統計を、今後の消防行政の効率的な運営と消

防力の強化に資するとともに、消防事情を一般に紹介することを目的

に収録いたしました。 

消防・防災関係機関の皆様はもとより、広くあらゆる方面でご活用

いただき、消防行政により一層のご理解とご協力をいただければ幸い

に存じます。 

 

 

令和６年８月 

 

 瀬戸市消防本部  

 



昭和　４年 市 制 施 行 28.01 31,276 6,916

昭和２６年 水野村合併 50.67 54,779 11,670

昭和３０年 幡山村合併 71.36 64,681 13,588

昭和３４年 品野町合併 110.34 79,449 16,636

令和　６年 ４月１日現在 111.40 126,903 58,149

市　　　　勢　　　　概　　　　要

面　積（㎢） 人　　口（人） 世　　帯変　　遷

名古屋市

瀬戸市

瀬戸市は、名古屋市の北東約２０㎞に位置し、周囲を標高１００～３００ｍの小高い

山々に囲まれ、気候も温暖なまちで、「せともの（瀬戸物）」という言葉が、やきもの

の代名詞として広く知られています。

良質で豊富な陶土に恵まれたこの地で、先人たちは新しい技術や文化を柔軟に取り入

れ、「せともののまち」を発展させてきました。

長年受け継がれてきたやきものづくりの卓越した技は、多種多様なやきものづくりに

繋がり、陶器と磁器が共存する稀有な産地であるだけでなく、ノベルティ（置物・装飾

品）、ファインセラミックスなどが生産され、今も新しいものづくりが続けられていま

す。

項目
年別



令和５年度のトピックス 
 

１ 能登半島地震の被災地へ緊急消防援助隊

を派遣 

 

 令和６年１月１日に石川県能登地方を震源と

するマグニチュード７．６の地震が発生し、死者

２４５名、負傷者１，３００名もの被害が出まし

た。（令和６年４月２日時点） 

 瀬戸市からは、緊急消防援助隊として後方支援

隊及び救急隊の２隊延べ３０名が派遣され、令和

６年１月１日から２５日までの内、計３７日間に

わたって被災地での後方支援活動や救急活動に

あたりました。 

２ ２連区が１,０００日無火災達成 

 

東明、八幡台の２連区が令和５年度中に１,００

０日間無火災を達成し、市長から特別感謝状が贈

呈されました。 

 

 

３ 防火防災アカデミー開催 

 

 火を取り扱う機会が少なくなった小学生を対

象に、火の原理について学ぶことを目的として、

「防火防災アカデミー」を瀬戸市危険物安全協会

と共催しました。 

 講師による防火セミナーや実験ブース・水消火

器ブース・火起こし体験ブースなどを行い、「火

の便利さ・怖さ」、「正しい火の使用方法」等を多

くの小学生に伝えることができました。 

 

４ 品野台分団車を更新 

 

 平成１５年から２１年間にわたって運用した品

野台分団車を、最新の車両に更新しました。 

 普通自動車免許対応の３．５ｔ未満シャシを採

用し、軽量かつコンパクトな車両としました。 

 この車両は、排気ガス規制によりガソリン車と

なっています。 
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消防情勢 
 



R1 R2 R3 R4 R5 R6

41,740,000 38,740,000 39,020,000 40,160,000 41,210,000 45,760,000

1,245,167 1,427,847 1,904,428 1,313,400 1,441,390 1,868,842

常備消防費 1,142,742 1,204,812 1,554,825 1,189,027 1,307,266 1,528,334

非常備消防費 61,098 55,571 59,871 54,886 64,147 68,337

消防施設費 41,237 167,374 289,642 69,397 69,880 272,074

水　防　費 90 90 90 90 97 97

3.0 3.7 4.9 3.3 3.5 4.1

1,453,847 1,463,771 1,490,089 1,454,911 1,455,707 ―

85.6 97.5 127.8 90.3 99.0 ―

9,611 11,034 14,752 10,223 11,271 14,727

22,258 25,198 33,316 22,882 24,886 32,139

※消防費基準財政需用費

（標準的な消防行政運営に必要な支出見込額）

1

　消防における合理的かつ妥当な水準における行政を行い、又は施設を維持するための財政需要を算出したもの。

消防費と消防費
基準財政需要額
との比較　(％)

市民1人当たり
の負担額 (円)

1世帯当たり
の負担額 (円)

           ５ 年 間 の 市 当 初 予 算 等 と 消 防 費

　　　　　年度

　区分

一般会計との比率
　　　　　(％)

消防費基準財政
需要額　(千円)

市一般会計
          (千円)

消　防　費
          (千円)



第3方面隊

第３担当

第２担当

システム管理担当

救急担当

指揮担当

消防査察担当

救助担当

第１グループ

第２グループ

第３グループ

消防署

消防本部

消防救急係

総務課

予防課

女性分団

第１担当

救急第３担当

警防第１担当

救急第１担当

警防第２担当

救急第２担当

警防第３担当

南分署
グループ

東分署
グループ

第1方面隊

第2方面隊

救急第１担当深川分団

庶務係

予防係

救急第２担当

警防第３担当

建築危険物係

指揮担当

消防査察担当

救助担当

救急担当

指揮担当

消防査察担当

救助担当

第２担当

第３担当

警防第１担当

警防第２担当

東明分団

救急第３担当

消 防 本 部 ・ 消 防 署 ・ 消 防 団 組 織 図

消防長

下品野分団

古瀬戸分団

品野台分団

消防団長

令和6年4月1日現在

祖母懐分団

陶原分団

幡山分団

山口分団

救急担当

水野分団

通信指令室
グループ

水南分団

救急対策室
グループ

第１担当

瀬戸市長

道泉分団

效範分団
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１　消防職員の任免その他の人事に関すること。
２　消防職員及び消防団員の教養計画に関すること。
３　行政組織及び事務の委任配分に関すること。
４　予算の総括に関すること。
５　規則等の制定又は改廃に関すること。
６　文書取扱い及び文書管理の総括に関すること。
７　公印の取扱いの総括に関すること
８　消防職員の福利厚生に関すること。
９　消防関係施設の管理に関すること。
10　消防団に関すること。
11　消防職員委員会に関すること。
12　表彰に関すること。
13　他の所管に属さない事項に関すること。
14　消防本部の庶務に関すること。
15　総務課の庶務に関すること

１　消防部隊の統制に関すること。
２　消防相互応援に関すること。
３　消防水利の計画及び管理に関すること。
４　消防計画に関すること。
５　消防資機材の管理に関すること。
６　救急業務の総括に関すること。

１　火災予防に関すること。
２　消防広報の総括に関すること。
３　地域防災力の向上に関すること。
４　消防統計に関すること。
５　瀬戸防火防災協会連合会に関すること。
６　瀬戸市危険物安全協会に関すること。
７　瀬戸市自衛消防連絡協議会に関すること。
８　瀬戸市少年消防クラブ連絡協議会に関すること。
９　瀬戸市女性防火クラブ協議会に関すること。
10　自警団に関すること。
11　予防課の庶務に関すること。

１　火災予防査察その他の防火指導の総括に関すること。
２　消防法令違反の処理の総括に関すること。
３　建築許可等の同意に関すること。
４　消防用設備等及び特殊消防用設備等の設置及び維持管理の指導に関すること。

５　防火管理業務及び防災管理業務の指導に関すること。

７　危険物等の規制及び指導に関すること。
８　危険物に係る流出等の事故の原因の調査に関すること。
９　液化石油ガス設備工事の届出の受理等に関すること。
10　煙火の消費許可等に関すること。
11　宅地開発等における消防用水利施設等の設置の指導に関すること。

１　消防署の業務の管理に関すること。
２　防火訓練の指導に関すること。
３　消防広報活動に関すること。
４　火災及び災害の警戒及び防御に関すること。
５　救助活動に関すること。
６　火災の原因及び損害の調査に関すること。
７　消防相互応援の実施に関すること。
８　消防団の訓練指導に関すること。
９　消防水利の整備保全に関すること。
10　消防機械器具、防災資器材及び救急資器材の整備保全に関すること。
11　救急業務に関すること。
12　応急手当の普及に関すること。
13　火災、救急等の受信及び出動指令の伝達に関すること。
14　愛知県広域災害救急医療情報システムの運用に関すること。
15　気象情報及び災害情報に関すること。
16　火災警報に関すること。
17　高度情報通信ネットワークの運用に関すること。
18　通信施設の整備保全に関すること。
19　その他消防情報に関すること。
20　消防署の庶務に関すること。

消
防
署

予
防
課

消 防 本 部 ・ 消 防 署 の 事 務 分 掌

建
築
危
険
物
係

６　火災予防又は消火活動に重大な支障を生ずるおそれのある物質等の
    指導に関すること。

予
防
係

総
務
課

消
防
救
急
係消

防
本
部

庶
務
係

消
防
長
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充足率（％）

施 設 100

　

消 防 ポ ン プ 自 動 車 100

は し ご 自 動 車 50.0

化 学 消 防 車 100

救 助 工 作 車 100

指 揮 車 100

救 急 車 83.3

特 殊 車 等 100

合 計 92.9

　

指 揮 隊 員

消 防 隊 員

救 急 隊 員

救 助 隊 員

通 信 員 87.5

予 防 要 員 58.8

庶 務 の 処 理 等 の 人 員 100.0

合 計 61.6

整 備 指 針

3

8

2

32

229

1

1

141

1

5

26

※　はしご自動車は、現有数の１台以外に１５メートル級の空中活動車を配備

17

32

現　有　数

3

10

現 有 人 員（人）

7

３　人　員

16

10

令和6年4月1日現在

消 防 力 の 整 備 指 針 と 現 有 消 防 力 

6

充足率（％）

１　施　設

２　車　両
令和6年4月1日現在

車 両

7

1

1

10

※　消防施設整備計画実態調査の数値

現　有　数 (台)
（非常用を除く）

1

整 備 指 針 (台)
（非常用を除く）

7

令和6年4月1日現在

28

1

整 備 指 針（人）

92 53.5

充足率（％）

9

99

48
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令和6年4月1日現在

消防監
消防

司令長
消防
司令

消防
司令補

消防
士長

消防
副士長

消防士 その他

1 2 1

2 1 6 2 1 1
(1)

3 1 2 2 2

1 1
(1)

3 7 11 9 6 10

3 3 1 2
(1)

1 3 3
(1)

1 3 6 3 4 8

1 3 6 4 2 9

141 1 14 22 37 20 15 31 1

※（　）内は兼務職員数

※再任用職員4名を含む。

令和6年4月1日現在

消防監
消防

司令長
消防
司令

消防
司令補

消防
士長

消防
副士長

消防士 その他

大型自動車 1 14 22 37 17 18 9 0

普通自動車 1 14 22 37 17 18 31 1

1 6 10 37 12 18 23 0

1 6 8 21 10 6 2 0

0 1 3 3 0 0 0 0

防火査察 0 3 4 17 7 6 1 0

消防用設備等 0 3 4 5 3 1 0 0

危険物 0 2 3 6 2 1 1 0

消　防　職　員　数

　
　　　　　　　　階級別
　所属別

予
防
技
術
資
格
者

消防長等

総務課

消防署長等

救急対策室グループ

消
防
本
部

予防課

　
               階級別
  種別

運
転
免
許

玉掛技能有資格者

小型移動式クレーン

消 防 職 員 資 格 取 得 状 況

合計

(1)

16

15

合　計

118

141

107

54

38

46

7 (1)

4

13

2

(1)

(1)

10

第１種衛生管理者 7

合　　　計

南分署グループ

消
　
防
　
署

25

25

9

通信指令室グループ

東分署グループ

第１・２・３グループ
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団 本 部 4 1 3

道 泉 20 1 2 2 2 9 ④

深 川 13 1 2 2 2 6

古 瀬 戸 13 1 2 2 1 2 ⑤

東 明 15 1 2 2 2 3 ⑤

祖 母 懐 16 1 2 2 2 5 ④

陶 原 15 1 1 1 2 8 ②

效 範 13 1 1 1 2 8

水 南 24 1 2 2 2 13 ④

水 野 20 1 2 1 2 10 ④

下 品 野 17 1 2 2 2 5 ⑤

品 野 台 19 1 2 2 2 9 ③

幡 山 17 1 2 2 1 9 ②

山 口 18 1 2 2 2 10 ①

女 性 18 1 2 1 1 13

合 計 242 1 3 14 26 110 (39)

　　※消防職員・団員数の推移及び消防職員・団員の平均年齢の推移の職員数及び職員については、
　　　Ｒ６から再任用職員も含めて計上するもの

消　防　団　員　数

合　計 団　長 副団長 分団長 団　員(支援団員)班　長部　長

令和6年4月1日現在

副分団長
　　　階級別
分団別

2524

各年4月1日現在

消　防　職　員　・　団　員　の　平　均　年　齢　の　推　移

消　防　職　員　・　団　員　数　の　推　移
各年4月1日現在

 ○災害支援団員数  　

（歳）

42.3 42.2 41.8 41.2

40.2

39.1

40.2
39.5

38.6 38.3
38.7

39.1

40.8

42.1 42.2
42.5

42.4
41.8

43.1 43.3 43.6 43.5 44.8 44.9

34.0

35.0

36.0

37.0

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

職 員

団 員

（年）

126 125 121 123 125 130 132 132 132 131 132
141

253
238

253 253
268 264

255 256
246 245 241 242

100

150

200

250

300

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

職員数

団員数
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【県消防学校等】

【救急救命士養成関係】 ( )内は令和6年4月1日現在の救命士数　

救急救命士養成 救命士合計 (49)

【消防大学校】

6

1

20

2

1

1

2

1

14

R3

1

1

1

R2

消 防 職 員 派 遣 教 養 科 目 別 実 施 状 況

2

R4

2

1

H29 R1

警 防 科

H30

3

1

合　計

6 42

1

811

1

1

1

1

4

6

1

R3

1

1

R4

1

3

4

R4

2

1

1

1

3

3

1

1

1

3

R1

                         年　度
 科　目

合　　　　　　　　計

合　計

外 傷 ・ 災 害 対 応 講 習

16

合　計

合　　　　　　　　計

予 防 科 0

34

1警 防 科

幹 部 科

上 級 幹 部 科

                         年　度
  科　目

R3

1

1

1

25

1

1

1

1

1

R1

1

1

2

3

1

6

1

1

3 1

6

3

1

1

1

1

1

1

1

31

10

2

7

1

2

1

1

1

2

3

H27

1

1

H30

1

1 1

3

H30H29

5

19 2

1

1

0

3

0

1

1

合　　　　　　　計

1救 助 科

9

火 災 調 査 科

救 急 科

5

0

危 険 物 科

新 任 教 官 科 1

1

1

11

講 習 会 等

14

8

地 震 防 災 科

新 任 消 防 長 科

10

188

 (14)

 (34)

救急救命士気管挿管養成

救急救命士薬剤投与養成

 (49)

H26

1

1

H26

火 災 調 査 課 程

指 揮 隊 科 7

45

9

初 任 科

予 防 査 察 課 程

幹

部

科

                         年　度
  科　目

は し ご 自 動 車 等 運 用 科

3

上 級

予

防

科

15

救 助 科

初 級

中 級 3

5

5

4

56

危 険 物 課 程

救 急 科 標 準 課 程

8

3

H28H26

13

1

3

H27

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

4

1

3

18

1

H28

1

1

2

26

H29

1

1

3

8

2

1

1

1

3

1

H27

2

1

1

16

1

1

H28

3

1

2

1

R2

R2

1

1

11

1

1

3

3

2

7

R5

1

1

1

19

R5

1

1

1

1

2

1

1

2

1

3

R5
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放水

回数 人員 回数 人員 回数 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員

合　計 1,429 8,507 105 695 16 56 564 910 5,980 180 650 178 618

うち支援団員 (62) (117) (31) (81) (1) (2) (28) (32) (2) (2)

149 311 21 55 1 1 4 81 140 9 13 37 99

103 601 8 57 2 5 55 76 427 6 46 8 16

うち支援団員 (4) (6) (4) (6)

92 423 6 28 1 3 24 50 306 2 13 31 52

うち支援団員

92 379 7 55 3 24 79 286 2 13 1 1

うち支援団員 (3) (9) (3) (9)

56 301 7 47 1 3 22 39 202 4 19 3 11

うち支援団員 (3) (10) (3) (10)

70 522 5 53 1 3 36 49 380 3 25 10 28

うち支援団員 (4) (14) (4) (14)

58 433 7 44 2 5 45 42 316 2 16 2 12

うち支援団員

98 812 5 35 2 6 75 74 637 4 36 9 29

うち支援団員

88 482 5 18 6 57 52 348 3 23 22 36

うち支援団員 (3) (5) (2) (3) (1) (2)

75 672 7 63 2 3 33 60 534 4 32 1 10

うち支援団員 (1) (3) (1) (3)

72 483 12 86 2 4 44 50 323 2 17 4 13

うち支援団員 (11) (30) (5) (21) (6) (9)

88 925 5 46 1 3 41 75 788 2 22 3 28

うち支援団員 27 30 (3) (5) (1) (2) (21) (21) (2) (2)

77 484 5 43 6 47 56 351 5 32 5 11

うち支援団員 (4) (7) (4) (7)

83 780 5 65 1 5 57 67 607 3 36 3 15

うち支援団員 (2) (3) (2) (3)

228 899 60 335 129 307 39 257女性分団

品野台分団

幡山分団

山口分団

水南分団

水野分団

下品野分団

祖母懐分団

陶原分団

效範分団

古瀬戸分団

東明分団

深川分団

消防団本部

道泉分団

消　防　団　活　動　状　況

合計 火災出動
水防活動
及び

警戒活動
訓練出動 広報出動 その他

令和5年中

区分

分団別

  8



第２編 

 

 

 

消防施設 

 
 

 



令和6年4月1日現在

区分 名　　　　称 構　　　造

消 防 本 部 S 47. 7. 31 R ・ C 造 3 階 建 1,622.52㎡

消 防 署 (増築S62.2.28） 一 部 5 階 建 (3241.84㎡)
R ・ C 造 2 階 建

一 部 地 下 1 階

〃 訓 練 塔 H 1. 10. 14 S 造 4 階 建 135.36㎡ 品野町1-190-1

消 防 署 南 分 署 H 3. 3. 1 R ・ C 造 2 階 建
590.98㎡

(2331.99㎡)
南山口町143

道 泉 分 団 H 27. 3. 29 R ・ C 造 2 階 建
177.34㎡

(347.85㎡)
西谷町6

深 川 分 団 H 29. 3. 7 R ・ C 造 2 階 建
150.50㎡

(276.39㎡)
宮脇町2-5

古 瀬 戸 分 団 S 55. 3. 31 R ・ C 造 2 階 建
75.47㎡

(280.98㎡)
西古瀬戸町8-3

東 明 分 団 H 4. 3. 22 R ・ C 造 2 階 建
145.00㎡

(741.89㎡)
西窯町94

祖 母 懐 分 団 H 15. 2. 28 R ・ C 造 2 階 建 152.50㎡
祖母懐公民館併設

上ノ切町43

陶 原 分 団 S 60. 9. 30 R ・ C 造 2 階 建
99.32㎡

(244.48㎡)
陶原町2-44-1

效 範 分 団 H 18. 3. 1 R ・ C 造 2 階 建
128.70㎡

(245.33㎡)
汗干町81-20

水 南 分 団 S 60. 3. 30 R ・ C 造 2 階 建
98.53㎡

(453.65㎡)
北松山町1-63-2

水 野 分 団 S 53. 12. 15 R ・ C 造 2 階 建
88.41㎡

(539.43㎡)
中水野町1-155

下 品 野 分 団 H 9. 3. 5 S ・ R ・ C 造 2 階 建
152.50㎡

(401.00㎡)
品野町6-108-1

品 野 台 分 団 S 63. 3. 27 R ・ C 造 2 階 建
108.50㎡

(322.52㎡)
上品野町335-3

幡 山 分 団 S 56. 3. 31 R ・ C 造 2 階 建 73.31㎡
幡山公民館併設

幡山町71

山 口 分 団 H 28. 3. 7 R ・ C 造 2 階 建
222.50㎡

(600.62㎡)
大坪町113-2

消防署水防倉庫 19.70㎡ 苗場町101

消 防 署 倉 庫 H 7. 3. 8 コ ン テ ナ 式 14.30㎡ 苗場町101

防 災 資 機 材

地 域 備 蓄 倉 庫

資 機 材 倉 庫 R 4. 3. 1 LS 造 平 屋 建 9.00㎡ 苗場町101

東分署水防倉庫 13.00㎡ 品野町1-190-1

南 分 署 倉 庫 S 62. 11. 20 コ ン テ ナ 式 13.70㎡ 南山口町143

東 明 水 防 倉 庫 27.00㎡ 西窯町94

陶 原 水 防 倉 庫 22.44㎡ 蔵所町1-1

效 範 水 防 倉 庫 22.50㎡ 汗干町81-3

水 野 水 防 倉 庫 17.01㎡ 中水野町1-155

品 野 水 防 倉 庫 S 61. 7. 31 コ ン テ ナ 式 13.70㎡ 品野町6-108-1

幡 山 水 防 倉 庫 S 58. 1. 10 C ・ B 造 平 屋 建 39.32㎡ 幡山町71

上 半 田 川 倉 庫 S 63. 2. 22 コ ン テ ナ 式 13.70㎡ 上半田川町345

片 草 倉 庫 H 1. 1. 16 コ ン テ ナ 式 14.64㎡ 片草町226-5

下 半 田 川 倉 庫 H 1. 9. 29 コ ン テ ナ 式 14.30㎡ 下半田川町843-1

道 泉 倉 庫 H 27. 3. 29 コ ン テ ナ 式 　8.94㎡ 西谷町6

水 南 器 具 庫 16.80㎡ 北松山町1-63-2

陶 原 器 具 庫 12.60㎡ 陶原町2-44-1

器
具
庫

消　防　庁　舎　等　設　置　状　況

H 7. 10. 6 S 造 平 屋 建 165.60㎡ 苗場町101

苗場町101

消 防 署 東 分 署 H 1. 10. 14

延 床 面 積
（ 敷 地 面 積 ）

建 築 年 月 日

水 野 分 団 詰 所 併 設

水 南 分 団 詰 所 併 設

陶 原 分 団 詰 所 併 設

瀬 戸 蔵 併 設

東 明 分 団 詰 所 併 設

所　　在　　地

水
　
　
防
　
　
倉
　
　
庫
　
　
等

消
　
防
　
分
　
団
　
詰
　
所

消
 
防
 
庁
 
舎

934.81㎡
(2698.04㎡)

品野町1-190-1

消 防 署 併 設

東 分 署 併 設

效 範 分 団 詰 所 併 設
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配備 種  別 登録年月 経年 総排気量 規格 摘　　　　要

ポ ン プ １ 号 ポ ン プ 車 平２３年１２月 12 4.00 L　 CD-Ⅰ

タ ン ク ２ 号 タ ン ク 車 平２１年　３月 15 6.40 L　 水Ⅱ型  水　2,000 L

化 学 ３ 号 化 学 車 平３０年１２月 5 5.19 L　 化学Ⅱ型
 水　1,300 L
 薬液  500 L

ポンプ１０号 ポ ン プ 車 令　３年　１月 3 5.12 L　 CD-Ⅱ
 水　　800 L
 救助資器材積載

梯 子 ３ ２ 号 梯 子 車 令　３年１０月 2 8.86 L　 30M 級  先端屈折

救 助 ４ ３ 号 救 助 工 作 車 平１８年１１月 17 6.40 L　 Ⅱ型
 電源照明付
 ウインチ付

指 揮 ５ １ 号 指 揮 車 平２８年  ２月 8 2.69 L　

指 揮 ５ ２ 号 査 察 車 令　３年　２月 3 2.69 L　

広 報 ６ １ 号 広 報 車 平２７年　２月 9 1.49 L　

広 報 ６ ２ 号 広 報 車 令　６年　３月 0 0.65 L　

輸 送 ７ １ 号 輸 送 車 平１８年　８月 17 4.89 L　

査 察 ７ ４ 号 査 察 車 平３１年　２月 5 1.49 L　

連 絡 ７ ８ 号 連 絡 車 令　３年　９月 2 2.4 L　

救 急 １ 号 救 急 車 令　３年　３月 3 2.48 L　 高規格

救 急 ３ 号 救 急 車 平２８年　３月 8 3.49 L　 高規格

救 急 ６ 号 救 急 車 令　４年　３月 2 2.69 L　 高規格

動 － ２ 可搬動力ポンプ 平１７年１０月 18    175 ㏄ C-1

動 － ９ 可搬動力ポンプ 平３１年　２月 5    205 ㏄ C-1

動 － １ ５ 可搬動力ポンプ 平２４年　１月 12   635 ㏄ B-3

タ ン ク ６ 号 タ ン ク 車 平２４年　２月 12 6.40 L　 水 Ⅱ 型  水2,000 L（ＣＡＦＳ）

ポ ン プ ８ 号 ポ ン プ 車 平２９年　３月 7 4.00 L　 CD-Ⅰ  電動ホースカー付

輸 送 ７ ５ 号 輸 送 車 平２０年１０月 15 2.95 L　

査 察 ７ ６ 号 査 察 車 平２１年　８月 14 1.99 L　

水 槽 ７ ７ 号 水 槽 車 平１５年１０月 20 10.52 L　 付 水 Ⅱ  水　10,000 L

救 急 ２ 号 救 急 車 令　５年　１月 1 2.48 L　 高規格

動 － １ ４ 可搬動力ポンプ 令　５年　２月 1    209 ㏄ C-1

動 － １ ９ 可搬動力ポンプ 平３０年　３月 6    209 ㏄ C-1  ４ＳＴ

タ ン ク ５ 号 タ ン ク 車 平２３年　２月 13 6.40 L　 水 Ⅱ 型  水2,000 L（ＣＡＦＳ）

ポ ン プ ９ 号 ポ ン プ 車 令　４年　２月 2 4.00 L　 CD-Ⅰ  電動ホースカー付

空 活 ３ １ 号 空 中 活 動 車 平２６年　３月 10 4.00 L　 15M 級

広 報 ６ ４ 号 広 報 車 平３０年１０月 5 1.49 L　

輸 送 ７ ２ 号 輸 送 車 平３０年　３月 6 2.98 L　

救 急 ５ 号 救 急 車 平３０年　３月 6 3.49 L　 高規格

動 － ４ 可搬動力ポンプ 平１３年１２月 22    635 ㏄ B-3

消　防　車　両　等　配　備　状　況
      令和6年4月1日現在

南
　
分
　
署

消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
署

東
　
分
　
署
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配備 種  別 登録年月 経年 総排気量 規格 摘　　　　要

道 泉 分 団 ポ ン プ 車 令　２年　３月 4 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員６名

深 川 分 団 ポ ン プ 車 令　２年１１月 3 2.98 L　 CD-Ⅰ  定員６名（3.5t未満）

古 瀬 戸 分 団 ポ ン プ 車 令　３年１１月 2 2.98 L　 CD-Ⅰ  定員６名（3.5t未満）

東 明 分 団 ポ ン プ 車 平１７年　１月 19 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員８名

祖 母 懐 分 団 ポ ン プ 車 平３０年　１月 6 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員６名

陶 原 分 団 ポ ン プ 車 平２８年１２月 7 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員６名

效 範 分 団 ポ ン プ 車 令　５年　４月 0 2.98 L　 CD-Ⅰ  定員６名（3.5t未満）

水 南 分 団 ポ ン プ 車 平１８年　２月 18 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員８名

水 野 分 団 ポ ン プ 車 平２２年　２月 14 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員６名

下 品 野 分 団 ポ ン プ 車 平１９年１１月 16 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員８名

品 野 台 分 団 ポ ン プ 車 令　６年　１月 0 2.98 L　 CD-Ⅰ  定員６名（3.5t未満）

幡 山 分 団 ポ ン プ 車 平２３年　１月 13 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員６名

山 口 分 団 ポ ン プ 車 平２８年  ３月 8 4.00 L　 CD-Ⅰ  定員６名

搬送１号（水野） 資 機 材 搬 送 車 平２０年１１月 15 0.65 L　

搬送２号（幡山） 資 機 材 搬 送 車 平２１年１０月 14 0.65 L　

搬送３号（東明） 資 機 材 搬 送 車 平２２年　７月 13 0.65 L　

搬送４号（下品野） 資 機 材 搬 送 車 平２４年　２月 12 0.65 L　

搬送５号（品野台） 資 機 材 搬 送 車 平３１年　３月 5 0.65 L　

搬送６号（山口） 資 機 材 搬 送 車 平２８年  ２月 8 0.65 L　

動 － １ （ 幡 山 ） 可搬動力ポンプ 令　６年　２月 0    209 ㏄ C-1

動 － ３ ( 道 泉 ） 可搬動力ポンプ 平２８年　７月 7    175 ㏄ C-1

動 － ７ （ 水 南 ） 可搬動力ポンプ 平２７年１０月 8    200 ㏄ C-1

動 － ８ （ 深 川 ） 可搬動力ポンプ 平２４年　１月 12    200 ㏄ C-1

動－１０（東明） 可搬動力ポンプ 平３１年　２月 5    205 ㏄ C-1

動－１１（水野） 可搬動力ポンプ 平２６年１０月 9    198 ㏄ C-1

動－１２（下品野） 可搬動力ポンプ 平１２年１１月 23    175 ㏄ C-1

動－１３（品野台） 可搬動力ポンプ 平２４年　１月 12    200 ㏄ C-1

動－１７（古瀬戸） 可搬動力ポンプ 平２６年　１月 10    200 ㏄ C-1

動－１８（陶原） 可搬動力ポンプ 平２６年　１月 10    200 ㏄ C-1

動－２０（效範） 可搬動力ポンプ 平２６年１０月 9    198 ㏄ C-1

動－２１（祖母懐） 可搬動力ポンプ 平２７年　９月 8    200 ㏄ C-1

動－２３（山口） 可搬動力ポンプ 平２８年  ４月 8   526 ㏄ B-3

団 活 ７ ３ 号 消 防 団 活 動 車 平３０年１２月 5 2.35L

赤 バ イ 1 号 普通自動二輪車 平１７年　２月 19 0.22L

赤 バ イ 2 号 普通自動二輪車 平１７年　２月 19 0.22L

赤 バ イ 3 号 普通自動二輪車 平１７年　２月 19 0.22L

定 光 寺 町 自 警 団 資 機 材 搬 送 車 平１５年１０月 20 0.65L　

上半田川町自警団 可搬動力ポンプ 平１１年１１月 24    635 ㏄ B-3

下半田川町自警団 可搬動力ポンプ 平１３年　１月 23    635 ㏄ B-3

定 光 寺 町 自 警 団 可搬動力ポンプ 平１１年１１月 24    635 ㏄ B-3

片 草 町 自 警 団 可搬動力ポンプ 平２５年　２月 11    635 ㏄ B-3

白 岩 町 自 警 団 可搬動力ポンプ 令　６年　１月 0    209 ㏄ C-1

消
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
団
　
　
　
　
　
　
　
等
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分類 品　　　　　　　　名 総数 分類 品　　　　　　　　名 総数

ホース ６５ミリ 232 空気呼吸器 48

　 〃　５０ミリ 199 酸素呼吸器 4

　 〃　４０ミリ 0 防塵マスク 77

蘇生訓練用人形（成人用） 17 送排風機 1

蘇生訓練用人形（乳幼児用） 17 耐電手袋 12

外傷模型セット 1 耐電衣 2

AEDトレーナー 17 耐電ズボン 2

気管挿管訓練人形（ACLS人形含む） 4 耐電長靴 2

かぎ付梯子 6 防塵メガネ 32

３連梯子 6 携帯警報器 32

金属製折りたたみ梯子・ワイヤー梯子 1 防毒マスク 35

空気式救助マット 1 化学防護服（陽圧式化学防護服を除く） 55

救命索発射銃 1 陽圧式化学防護服 6

ｻﾊﾞｲﾊﾞｰｽﾘﾝｸﾞ・救助用縛帯 13 耐熱服 2

平担架 1 放射線防護服 2

油圧ジャッキ 16 除染シャワー（歩行可能者用） 1

油圧スプレッター 1 除染剤散布器 1

可搬ウインチ 4 除染シャワー（多人数対応用） 0

マンホール救助器具 1 潜水器具 0

マット型空気ジャッキ 2 救命胴衣 20

大型油圧スプレッダー 2 救命浮環 8

油圧切断機 1 救命ボート 2

エンジンカッター 6 登山器具 0

ガス溶断器 1 バスケット型担架 2

チェーンソー 4 簡易画像探索機 1

鉄線カッター 17 画像探索機 0

空気鋸 2 熱画像直視装置 5

大型油圧切断機 2 投光器 10

空気切断機 3 携帯投光器 50

コンクリート・鉄筋切断用チェーンソー 0 携帯拡声器 20

万能斧 21 携帯無線機 21

ハンマー 9 応急処置用セット 13

携帯用コンクリート破壊器具 2 車両移動器具 1

削岩機 1 緩降機 1

ハンマドリル 2 ロープ登降機 4

生物剤検知器 0 救助用降下機 0

可燃性ガス測定器 3 発電機 19

有毒ガス測定器 3

酸素濃度測定器 3

放射線測定器 5

化学剤検知器 2

             令和6年4月1日現在

救

急

用

資

機

材

救

　
助

　
用

　
資

　
機

　
材

救

助

用

資

機

材

主　な　消　防　機　器　保　有　状　況

消

火

活

動

資

機

材
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116 (8) 9 (5) 1 3 (3)

81 (3) 6 (3) 3 1

103 (2) 11 (2) 4 1

112 (7) 10 (4) 2 2 (2) 1 (1)

159 (11) 2 (2) 17 (9) 4 1

212 (11) 17 (5) 5 7 (6)

252 (14) 14 (6) 1 11 (8)

355 (36) 2 (2) 39 (22) 14 (12)

184 (15) 23 (9) 1 1 16 (6)

441 (25) 29 (17) 10 1 7 (2) 20 (6) 19

210 (17) 2 (1) 19 (12) 7 2 (2) 3 (2) 1

178 (10) 13 (8) 5 1 1 3 (2) 4

209 (8) 8 (3) 1 2 (1) 12 (3) 2 (1)

118 (5) 5 (4) 3 2 (1) 2

144 (9) 13 (6) 4 (3)

255 (12) 15 (8) 6 2 (2) 9 (2) 2

164 (10) 16 (7) 2 (2) 1 (1)

49 (4) 4 (2) 2 (2)

79 (1) 3 (1)

102 (2) 4 (2)

3,523 (210) 6 (5) 275 (135) 53 3 15 (7) 112 (60) 32 (3)

（　）内は耐震性を有する防火水槽又は耐震性貯水槽を示す。●は飲料水兼用を示す。

2710

2,950

古瀬戸

東明

祖母懐

8

2,982(70)

下品野

品野

水野

●１

水南

道泉

深川

60～100
以 上
100㎥

公設 私設

消　防　水　利　設　置　状　況

防火水槽 ・貯水槽（公設） 防　火　水　槽　（私設） 消火栓 その他の水利

令和6年4月1日現在

40～6060～100

合
　
計

㎥未満 未 満㎥未満以 上

連
区
別

プ
ー

ル

40～60
そ
の
他

未 満
40㎥100㎥ 40㎥

㎥未満
池

㎥未満

本地

山口

陶原

長根

32

●１

合
 
 
計

萩山台

效範

八幡台

原山台

西陵

●２

●２●２ (140)334 162

●１

●１

103

71

92 1 4

85 2

179 1 3

134 1

296 4

224 1 1

348 3 3 1

141 1 1

145 2 3 1

175 1

2

217 2 2

181 1

42 1

143 2

82 15 1

61 13 2

菱野 104 2

新郷 127
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第３編 

 

 

 

予  防 



棟
数
※

自
動
火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
器

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

漏
電
火
災
警
報
器

水
噴
霧
消
火
設
備
等

非
常
警
報
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

避
難
器
具

排
煙
設
備

誘
導
灯

非
常
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ

消
防
用
水

連
結
散
水
設
備

連
結
送
水
管

非
常
電
源

消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報

知
設
備

消
防
用
設
備
等
に
係
る
総
合
操

作
盤

4,287 1,327 2 112 324 5 117 542 64 366 10 1,403 37 17 28 8 125 259 183 3

イ 劇場等 4 4 1 3 3 1

ロ 公会堂等 60 31 1 4 1 64 3 1 78 4 1

イ キャバレー等

ロ 遊技場等 6 6 2 2 2 6 2 1 6 4

ハ
性風俗特殊営
業店舗等

ニ
カラオケボッ
クス等

1 1 1 1 1

イ 料理店等

ロ 飲食店 59 21 1 29 9 88

⑷ 百貨店等 156 84 2 11 11 11 76 9 6 180 2 20 1

イ 旅館等 12 14 1 5 1 3 4 12 1 2 6 7

ロ 共同住宅等 876 119 9 7 130 193 54 35 2 98 23

イ
病院・診療所
等

55 32 7 4 2 16 7 63 2 3 8 14 1

ロ
老人短期入所
施設等

64 69 66 3 4 15 69 13 65

ハ
老人デイサー
ビスセンター

84 73 1 1 22 10 103 2 3 38

ニ 幼稚園等 12 11 1 2 5 3 12 1 1 3

⑺ 学校 158 112 1 63 1 48 2 40 49 2 41 29

⑻ 図書館等 18 13 6 2 3 2 14 3 4

イ 特殊浴場

ロ 一般浴場 1 1 1

⑽ 停車場 3 1 1

⑾ 神社･寺院等 75 8 4 4 1 27 1 9 2

イ 工場等 1,096 354 136 32 7 51 6 169 10 21 1 60 1

ロ スタジオ

イ 駐車場等 58 27 34 14 1 1 2 3

ロ 航空機格納庫

⒁ 倉庫 455 119 2 29 1 1 8 2 71 7 1 18 1

⒂ 事務所等 460 109 30 7 47 2 14 146 2 4 22 1

イ 特定複合用途 335 99 18 10 11 41 36 2 223 1 9 22 20 1

ロ 非特定複合用途 231 17 1 5 3 9 1 9 37 1 5

(16の2) 地下街

(16の3) 準地下街

⒄ 文化財 5 2

⒅ アーケード 3 3

⒆ 指定山林

⒇ 指定舟車

　※防火対象物区分は、消防法施行令別表第１による区分をいう。以下同じ。　

　※棟数は、延べ面積150㎡以上を集計　

防火対象物の区分 ※

設置されている消防用設備等

用　途　別　消　防　用　設　備　等　設　置　状　況
令和6年4月1日現在

⒃

⑹

⑼

⑿

⒀

⑴

⑶

⑸

⑵
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３
階

４
階

５
階

６
階

７
階

８
階

９
階

10
階

11
階

12
階

13
階

14
階

15
階

16
階
以
上

地
下
１
階

地
下
２
階

地
下
３
階
以
下

637 153 108 34 23 26 13 10 14 5 4 7 6 0 137 8 1 4

イ 劇場等

ロ 公会堂等 3 2 1

イ キャバレー等

ロ 遊技場等 1

ハ
性風俗特殊営
業店舗等

ニ
カラオケボッ
クス等

イ 料理店等

ロ 飲食店 4 1

⑷ 百貨店等 11 4 6 1

イ 旅館等 3 1 1 1 2

ロ 共同住宅等 142 61 88 21 17 21 11 8 11 5 4 7 6 17 1 1

イ
病院
診療所等

8 5 2 1 1 1 3

ロ
老人短期入所
施設等

7 3

ハ
老人デイサー
ビスセンター
等

6 1 1 4

ニ 幼稚園等 4 1

⑺ 学校 41 15 2 1 13

⑻ 図書館等 3 1 3

イ 特殊浴場

ロ 一般浴場 1

⑽ 停車場

⑾ 神社･寺院等 6 1 4

イ 工場等 98 9 1 1 18 1

ロ スタジオ

イ 駐車場等 3 2 2 1 1 2

ロ 航空機格納庫

⒁ 倉庫 33 10 1 12 1

⒂ 事務所等 66 9 4 3 2 28

イ 特定複合用途 99 19 4 4 2 3 1 2 19 2

ロ 非特定複合用途 98 12 3 3 1 1 1 6

(16の2) 地下街

(16の3) 準地下街

⒄ 文化財

⑼

中高層建築物

⑴

⒃

⑸

⑶

⑹

⑿

⒀

防火対象物の区分

階 別 防 火 対 象 物 数

⑵

地階あり

令和6年4月1日現在

地
下
の
み
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イ 劇場等

ロ 公会堂等

イ キャバレー等

ロ 遊技場等

ハ
性風俗特殊営業店舗
等

ニ カラオケボックス等

イ 料理店等

ロ 飲食店

⑷ 百貨店等

イ 旅館等

ロ 共同住宅等

イ 病院・診療所等

ロ 老人短期入所施設等

ハ
老人デイサービス
センター等

ニ 幼稚園等

⑺ 学校

⑻ 図書館等

イ 特殊浴場

ロ 一般浴場

⑽ 停車場

⑾ 神社･寺院等

イ 工場等

ロ スタジオ

イ 駐車場等

ロ 航空機格納庫

⒁ 倉庫

⒂ 事務所等

イ 特定複合用途 (100)

ロ 非特定複合用途 (100)

(16の2) 地下街

(16の3) 準地下街

⒄ 文化財

⒅ アーケード

⒆ 指定山林

⒇ 指定舟車

(%)

令和元年度

21.1

17.0

19.6

査察実施率：査察回数を防火対象物の総数で除して得た数値
※令和５年度の全国及び愛知県の査察実施率は、令和６年５月現在未発表

―

―

1

―

804

防　火　管　理　者　選　任　状　況

⒃

⑵

⑸

⑼

⑿

95

⒀

―

100

―

届出率（％）
防火対象物の区分

⑶

⑹

⑴

(17)

(2)

91

100

95

94

83

94

100

100

100

90

100

70

―

83

―

100

―

92

全国

愛知県

瀬戸市

17.4

17.7

16.8

令和４年度

※

※

14.6

令和５年度

122

61

7

―

2

33

―

1

―

7

39

9

52

60

16

111

9

114

62

―

1

―

6

―

1

―

54

28

防火管理者の選任届が提出
されている防火対象物数

（件）

防火管理者の選任が必要な
防火対象物数（件）

895

令和３年度

16.1

16.6

15.2

14.9

15.3

8.6

令和２年度

20

101

―

―

―

1

―

―

21

71

1

―

59

2

―

―

―

1

―

―

7

39

9

49

50

15

106

9

104

110

58

7

―

令和6年4月1日現在

防　火　対　象　物　の　査　察　実　施　状　況

100

―

85

92

―

―

100

95

―

―

100

（　）内は統括防火管理対象物を再掲

―

(17)

(2)

90

57

―

1

―

5

―
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屋
内
（

特
定
）

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

簡
易
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

屋
　
外

給
油
（

自
家
用
）

一
　
般

販
　
売

合　計 296 3 194
49
(8)

25 21 39 5 48 7 99
54
(28)

44 1 296 121 55 80 12 8 6 5 8 1 510 110 9 1,030 20

(％)

査察実施率：査察実施件数を施設数で除した得た数値

危
　
険
　
物
　
施
　
設

販 売 取 扱 所

屋 外 タ ン ク 貯 槽 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

一 般 取 扱 所

屋 内 貯 蔵 所

10
倍
を
超
え
50
倍
以
下

5
倍
を
超
え
10
倍
以
下

指
定
数
量
の
5
倍
以
下

施設区分別

貯
　
蔵
　
所

危　険　物　施　設　の　査　察　実　施　状　況

300
倍
を
超
え
る
も
の

製
　
造
　
所

施設別

50
倍
を
超
え
10
0
倍
以
下

150
倍
を
超
え
200
倍
以
下

100
倍
を
超
え
150
倍
以
下

危　険　物　施　設　数　の　推　移

令和４年

10.0

0.0

39.1

57.4

0.0

4.3

14.3

2.1

13.6

25.9

0.0

14.0

20.4

33.3

22.6

0.0

0.0

27.5

7.7

0.0

0.0

0.0

16.7

令和元年

42.2

68.0

26.1

100.0

危　険　物　施　設　等　施　設　数
令和6年4月1日現在

少
量
危
険
物
施
設

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
施
設

指
定
可
燃
物
施
設

液
化
石
油
ガ
ス
施
設

毒
物
・
劇
物
施
設

取
　
扱
　
所

250
倍
を
超
え
300
倍
以
下

200
倍
を
超
え
250
倍
以
下

危険物施設

貯蔵・取扱数量別

0.0

13.6

0.0

20.0

9.8

25.0

18.2

33.3

0.0

22.0

32.7

20.0

39.6

26.7

製 造 所

令和５年

0.0

21.4

35.2

16.7

3.8

20.0

23.1

13.6

8.0

6.4

66.7

17.2

44.2

60.0

42.5

令和３年

9.1

17.0

66.7

13.5

令和２年

343
338

335 335

322
318

306
301

297 296

270

300

330

360

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

施
設
数
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令和6年4月1日現在

276会員

合 　　　計

合 　　　計

〈防火防災委員〉

合　　　　　計 547人

〈自主防災リーダー〉

71人5団合　　　計

合 　　　計 18隊 389人

　この協議会は、昭和５２年に地域及び事業所の自衛消防組織をもって設立されました。
　各組織とも可搬消防ポンプ等を装備した消防隊を編成し、事業所における火災等、各種
災害の防ぎょ活動や予防広報活動を行っています。

自　警　団

　可搬動力ポンプを装備し、地域における火災等、各種災害の防ぎょ活動や予防広報活動
を行っています。

　地域の防火防災思想の高揚と防災体制の確立を図るため、昭和４４年に組織され、２０
連区の自治会を単位に自主防災リーダー及び防火防災委員を委嘱し、「自分たちのまち
は、自分たちで守る。」を合言葉に、市内全域の防火防災に関する連合組織として活動し
ています。
　また、初期消火体制の確立を図るため、昭和４９年から市内各所に消火器の設置整備を
始めました。その後、名称を「街頭消火器設置整備事業」とし、瀬戸市防火防災協会連合
会が更新維持管理を実施しています。

消　防　関　係　団　体

瀬　戸　防　火　防　災　協　会　連　合　会

瀬　戸　市　危　険　物　安　全　協　会

　この協会は、危険物、液化石油ガスに起因する災害の発生を防止し、社会公共の福祉の
増進に寄与することを目的として、昭和３２年４月に設立されました。
　危険物等の貯蔵・取扱いに必要な知識、技術の習得、施設の適正管理及び一般火災予防
に関する知識の普及等活発な活動を行っています。

瀬　戸　市　自　衛　消　防　連　絡　協　議　会

〈街頭消火器〉

1,873本

375人

合 　　　計
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　近年のペットブームを受け、飼い主とペットが定期的に行う散歩又は飼い主同士のコミュニ
ケーションの場を利用し、防火・防災等のＰＲをすることを目的として発足しました。（平成
２４年１１月）
　朝夕に見かける飼い主とペットの散歩は非常に多く、愛犬に消防隊メダルを着けてもらうと
ともに、飼い主には消防隊員証を発行し、消防隊員という名の下、防火意識の普及啓発に効果
をあげています。

瀬　戸　市　女　性　防　火　ク　ラ　ブ　協　議　会

　この協議会は、平成元年４月１日に設立された瀬戸市婦人消防隊連絡協議会が令和５年４月
１日に名称変更したもので、各地域女性（婦人）防火クラブ相互の連絡連携を密にし、家庭に
おける火災予防思想の普及高揚を図ることを目的として活動しています。

合　　計 7隊 208人

6,266人

3,253人

3,661

瀬 戸 市 少 年 消 防 ク ラ ブ 連 絡 協 議 会

　この協議会は、平成１２年４月１日に少年消防クラブから名称を変更して設立され、学校教
育の課外活動や地域活動の中で防火思想の普及啓発活動を行っています。

257

合　　計

合　　計

合　　計

26園

小学校　17クラブ

中学校　 8クラブ

合　　計

瀬 戸 市 幼 年 消 防 ク ラ ブ 

　このクラブは、幼年期において正しい火の取扱いについて学び、火の怖さを学ぶことで、火
遊び等による火災の減少を図り、将来の地域防災を担う人材を育成するとともに、園児を介し
て家族等にも防火等に関する広報活動を行うことを目的として、平成２３年５月２３日に結成
されました。

わんわん消防隊

会 部
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第４編 

 

 

 

火災統計 



損 害 額

住宅 住宅

1 0

1 0

0 0

0 0

2 0

0 0

1 0

0 0

0 0

1 0

0 0

1 0

7 0

9 5

80.0 65.2

2 80.0 57.1

合　 　計 35 28 5 0 16 7

その他火災 15 12 1 0 9

車両火災 3 2 1 0 1 0 66.7 66.7

80.0 69.2

林野火災 2 1 0 0 0 1 50.0 -

建物火災 15 12 3 0 6 3

    　 区　分
火災件数
（Ａ）

初期消火
実施件数

(Ｂ)

実施率(%)
(Ｂ)/(Ａ)

令和４年
実施率(%)

初　期　消　火　の　種　類

火災種別 消火器 水バケツ
水道水・汲み
置き水等

820 0 5 4 1,291

初　期　消　火　実　施　状　況

その他

令和5年中

1 4 77,336

令和４年 23 13 0 3 7 29

合計 35 15 2 3 15 33 1,178 36

0 0 0

１２　月 5 1 0 2 1,1702 3 2 0 1 2

１１　月 1 0 0 0 1 0 0 0

９　月 1 0 0 0 0

１０　月 2 1 0 0 1 1 3 0

1 0 0 0 0 0

0 0 6

0 1 9,631

８　月 3 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0

７　月 6 3 0 1 2 5 170 0

0 1 18,885

６　月 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

５　月 4 4 0 0 0 7 191 0

３　月 3 1 1 0 30

４　月 4 1 1 0 2 6 302 0

1 1 121 36 0 0

0 0 14,238

0 0 7,865

２　月 5 2 0 0 3 4 168 0 0 0 25,511

１　月 1 1 0 0 0 5 221 0

月　別　火　災　発　生　状　況

令和5年中

　
　　　　　　種別
　月別

出　　　火　　　件　　　数
焼損
棟数

死  傷  者(人)

合計 建物 林野 （千 円）車両 その他
建物
 (㎡)

林野
 (ａ)

死者 負傷者
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1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

4 3 0 0 1 8 227 0 0 0

1 1 0 0 0 1 3 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 0 1 60 0 0 0

2 1 0 0 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 2 2 0 6 7 302 36 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

4 1 0 0 3 1 121 0 0 0

3 3 0 0 0 5 108 0 0 3

2 1 0 1 0 2 164 0 0 1

2 1 0 1 0 6 193 0 1 0

2 0 0 1 1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35 15 2 3 15 33 1,178 36 1 4

令和5年中

出
火
原
因

放
火
・
放
火
の
疑
い

火
入
れ

た
き
火

こ
ん
ろ

電
灯
・
電
話
等

の
配
線

電
気
機
器

ス
ト
ー

ブ

た
ば
こ

排
気
管

煙
突
・
煙
道

そ
の
他

不
明
・
調
査
中

合計 6 3 2 2 2 1 1 1 1 1 9 6

新　郷 0

合　　計 77,336

出火原因別火災件数

山　口 9,211

本　地 19,711

菱　野 45

八幡台 0

品　野 30

下品野 1,477

西　陵 0

原山台 100

萩山台 0

效　範 0

水　南 0

水　野 14,238

祖母懐 0

陶　原 0

長　根 24,272

深　川 0

古瀬戸 8,242

東　明 6

4

 
 連区別

合
　
計

建
　
物

林
　
野

車
　
両

そ
の
他

建物

(㎡)

林野

(a)

死
 
者

負
傷
者

道　泉

連　区　別　火　災　発　生　状　況
令和5年中

　　区 分 出　火　件　数 焼

損

棟

数

焼 損 面 積
死傷者
 (人)

損 害 額

（千円）
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区 分

年 別 住宅 住宅

12 0

8 1

12 0

15 0

8 1

9 0

10 0

4 0

9 5

7 0

１０年間の出火件数と住宅火災件数及び損害額の推移

02038 130,7579001,23015

23令和４年

1535令和５年 2

8421125令和２年

01719令和３年 11

3220

77,33641361,17815

37,521450820

5114

73013

24,7277

3

40,556500

01465

1,2914028

221531

36416

38

109,981421980020

201836

36,10040343313

40

出　　火　　件　　数 焼 損 面 積 死 傷 者 数

１０　 年　 間　 の　 火　 災　 状　 況

合計 建物 負傷者林野 車両 その他
建物

（㎡）
林野

（ａ）
死者

平成26年

平成27年

平成30年

平成29年

平成28年

令和元年

3

7

損害額

（千円）

61643

26,840614733412

97,342611577314

43

31

36
38

40
38

25

19

23

35

12

8

12
16

9 9 10

4

9 9

97,342

26,840

40,556
36,100

109,981

130,757

24,727

1,291

37,521

77,336

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

出火件数

うち住宅火災件数

損害額
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救急・救助統計 
  

             



転院
搬送

医師
搬送

資材
搬送

その他

536 0 0 0 18 4 2 91 0 2 395 22 0 1 1

472 0 0 0 23 7 0 68 0 1 343 26 0 0 4

545 1 0 0 31 4 8 76 0 1 384 34 0 1 5

496 0 0 0 29 3 3 78 1 7 341 31 0 1 2

508 1 0 0 39 3 4 60 0 5 365 27 0 1 3

521 0 0 0 20 3 4 60 0 1 400 28 0 1 4

686 1 0 0 33 4 7 91 1 2 518 23 0 1 5

638 0 0 0 29 5 7 77 0 1 490 23 0 2 4

589 0 0 0 25 1 5 84 0 2 431 29 0 2 10

515 0 0 0 29 8 2 70 0 4 360 36 0 3 3

519 0 0 0 33 3 4 103 1 2 342 26 0 1 4

617 3 0 0 31 4 3 107 2 0 436 29 0 0 2

6,642 6 0 0 340 49 49 965 5 28 4,805 334 0 14 47

転院
搬送

医師
搬送

資材
搬送

その他

231 0 0 0 11 2 1 41 0 1 169 2 0 0 4

188 0 0 0 8 1 0 30 0 0 142 4 0 0 3

205 1 0 0 9 0 0 39 1 1 150 0 0 0 4

177 0 0 0 11 4 0 25 0 3 133 0 0 0 1

147 0 0 0 7 0 0 27 0 2 103 3 0 0 5

389 0 0 0 11 2 3 62 1 2 282 26 0 0 0

475 0 0 0 30 9 0 80 0 2 344 8 0 0 2

836 0 0 0 44 2 2 123 1 1 576 80 0 0 7

538 0 0 0 20 2 3 71 0 5 334 88 0 14 1

455 0 0 0 32 7 14 65 0 0 319 15 0 0 3

304 0 0 0 11 0 0 52 0 1 234 5 0 0 1

262 0 0 0 5 0 0 35 0 0 215 5 0 0 2

169 0 0 0 0 0 3 24 0 0 141 0 0 0 1

227 0 0 0 3 1 0 29 0 0 189 2 0 0 3

248 0 0 0 26 3 11 39 0 2 151 15 0 0 1

358 3 0 0 8 5 0 55 0 0 282 4 0 0 1

495 1 0 0 39 2 0 45 0 6 360 40 0 0 2

306 1 0 0 25 2 0 44 0 0 232 0 0 0 2

284 0 0 0 11 5 10 36 1 1 216 1 0 0 3

321 0 0 0 23 2 2 40 1 1 225 26 0 0 1

27 0 0 0 6 0 0 3 0 0 8 10 0 0 0

6,642 6 0 0 340 49 49 965 5 28 4,805 334 0 14 47

古瀬戸

 月 別 救 急 出 動 件 数

労働
災害

一般負傷 加害

11月

10月

合    計

８月

９月

12月

連　区　別  救  急  出  動  件  数

合　計
自然
災害

そ　　　の　　　他

令和5年中

７月

６月

自損
行為

急病
運動
競技

水難
　　　事故種別

 連区別
交通火災

道泉

深川

新郷

八幡台

下品野

品野

合   計

管外

４月

３月

２月

１月

運動
競技

労働
災害

交通

　　　事故種別

　月別

水難
自然
災害

火災合計

５月

山口

本地

菱野

效範

長根

陶原

祖母懐

東明

萩山台

原山台

西陵

水野

水南

急病
自損
行為

加害一般負傷

令和5年中

そ　　　の　　　他
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令和5年中
　　 事故種別

 年齢区分別
合計 火災

自然
災害

水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病 その他

新 生 児 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17
（構成比％）

乳 幼 児 292 0 0 0 2 0 0 42 0 0 235 13
（構成比％）

少 年 295 0 0 0 39 0 29 33 1 1 181 11
（構成比％）

成 人 1,553 2 0 0 190 39 15 123 2 10 1,090 82
（構成比％）

高 齢 者 4,068 2 0 0 80 7 0 722 1 5 3,045 206
（構成比％）

合 計 6,225 4 0 0 311 46 44 920 4 16 4,551 329
　［備考］年齢区分は次によっている。
　　　　１　新生児　生後２８日未満の者　　 ４　成　人　満１８歳以上満６５歳未満の者　　
        ２　乳幼児　生後２８日以上満７歳未満の者　　 ５　高齢者　満６５歳以上の者　　
        ３　少　年　満７歳以上満１８歳未満の者　　

［備考］傷病程度区分は次によっている。
　１　死　亡　初診時において死亡が確認されたもの。　　
　２　重　症　傷病程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。　　
　３　中等症　傷病程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。
  ４　軽　症　傷病程度が入院を必要としないもの。

(％）

※　バイスタンダーＣＰＲとは「救急現場に居合わせた人が行う心肺蘇生法」をいう。


バ　イ　ス　タ　ン　ダ　ー　C　P　R　実　施　状　況

207
2325

21.3

救　命　率　の　推　移

令和５年令和４年令和３年令和２年令和元年
　　　　　　　年別
　　区分

瀬戸市

愛知県

66.725.0 100.00.00.0

年　齢　区　分　別　搬　送　人　員

3666
合　　　計

程　　度　　別 搬送人員
27

傷　病　程　度　別　搬　送　人　員

6225

死　　亡
重症（３週間以上入院）

中　　等　　症
軽症（入院なし）

令和5年中

23.0

26.7

25.5

32.6

※ 救命率とは、①目撃のある突然心肺停止である、②除細動が必要な心電図波形（Ｖf・脈のな
いＶＴ）である救急患者を救急搬送し、１か月後に社会復帰できた割合をいう。
※ 令和５年中の愛知県及び全国の救命率は令和６年５月現在未発表

26.0

全　国

24.9

20.8

軽症, 
58.9%

中等症, 
37.3%

重症, 
3.3%

死亡, 
0.4%
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　　　　事故種別

　年別

合
　
計

火
　
災

自
然
災
害

水
　
難

交
　
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
害

自
損
行
為

急
　
病

そ
の
他

平成２６年 5,419 5 0 0 472 35 35 785 16 36 3,625 410

平成２７年 5,360 6 0 0 479 48 39 758 22 36 3,601 371

平成２８年 5,304 5 0 0 452 60 44 754 12 43 3,624 310

平成２９年 5,340 3 0 0 405 44 58 784 19 41 3,670 316

平成３０年 5,703 5 0 0 368 69 52 820 12 34 3,958 385

令和元年 5,655 10 0 0 380 46 38 809 16 56 3,882 418

令和２年 4,983 5 0 0 275 37 30 803 16 30 3,484 303

令和３年 5,337 4 0 0 331 53 33 821 14 23 3,671 387

令和４年 6,216 4 0 0 334 77 48 898 22 38 4,441 354

令和５年 6,642 6 0 0 340 49 49 965 5 28 4,805 395

過去１０年間の救急出動及び現場・病院到着平均所要時間の推移

１０　年　間　の　救　急　出　動　件　数

5,419 5,360 5,304 5,340
5,703 5,655 4,983

5,337 6,216 6,642

6.9 6.9 6.9 6.7 6.7 6.7 7.2 7.3 7.4 7.1 

29.0 28.7 
27.9 27.4 28.4 28.8 30.1 

30.2 
31.8 30.1 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

救急出動件数 現場到着時間 病院到着時間

（分） （件）
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2

１月

２月

３月

令和5年中

連　区　別　救　助　出　動　件　数

月　別　救　助　出　動　状　況
令和5年中

0

11 0 0 0

5 0

10 0

　
　　　　事故
　　　　種別

　
   月別

7

0 10 0 0

５月

４月

13

11

14

8

21

3

12

１０月

９月

８月

７月

６月

0

0 0 0 0 0 8

0

2

1

2

0

0

0

00

1

0

0

10

4

15

0

0

0 0

0

0 2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

190

80

合計 128 0 0 11

07

0 0 0 92 1

000

4

0１１月 010

2１２月

015300

0 24

200

救助人員 066

40

合
　
　
計

1

4

3

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

3

11

0

0

0

0

0

0

建
　
物

建
物
以
外

00

0

0

0 0

0

0

0 0 0 0

0

02008

0

0

0

そ
の
他
の

事
　
故

破
裂
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

機
械
に

よ
る
事
故

水
難
事
故

交
通
事
故

火　　災

0

08

80

風
水
害
等

自
然
災
害

4

連区別 出動件数 連区別

西陵
水野
水南
效範
長根
陶原

祖母懐
東明

古瀬戸
深川
道泉

3
9
9

17
10
6
5
4
6
6

10

合計
管外
新郷
菱野
本地
山口

下品野
品野

八幡台
萩山台
原山台

出動件数
7

128
0
1
6
4
7
5
4
4
5

 26



0 0 92 1 0 24令和５年 128 0 0 11 0

0 0 60 0 0 24令和３年 94 1 0 9 0

0 2 47 0 0 12令和２年 73 0 0 10 2

0 2 47 0 0 13令和元年 82 0 0 20 0

0 2 51 1 0 12平成３０年 80 1 0 12 1

0 1 31 1 0 15平成２９年 64 0 0 15 1

0 1 25 0 0 10平成２８年 54 1 0 17 0

0 3 34 3 0 11平成２７年 72 1 0 20 0

0 1 23 0 0 17平成２６年 71 0 0 30 0

１０　年　間　の　救　助　出　動　件　数

機
械
に

よ
る
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の

事
　
故

建
　
物

建
物
以
外

　
　　　  事故
　　　  種別

　年別

合
　
　
計

火　　災
交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等

自
然
災
害

1700令和４年 92 0 0 11 0 0 1 63
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通信・気象 

 
 



合計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間平均

北西 北北西 東北東 北西 南 東北東 南 南 東北東 北北西 東北東 東北東 東北東

2.0 2.5 2.1 2.8 2.6 2.0 2.1 2.7 1.9 2.0 2.0 1.8 2.2

北北西 北北西 北北西 南南東 南南東 北西 南南東 南南東 南 北北西 北北西 北西

12.8 9.9 10.9 9.4 10.1 9.1 8.3 10.6 7.6 9.1 11.3 10.1

北北西 北北西 北北西 南南東 北北西 南西 南南西 東南東 南東 西北西 北西 北西

23.4 17.1 17.6 17.8 18.3 16.6 19.0 19.5 12.5 16.6 18.3 18.2

平　　均 4.4 5.9 12.1 15.3 19.6 23.2 28.2 29.0 26.8 17.5 13.0 7.7 16.9

最　　高 14.3 17.1 24.7 27.9 33.6 33.6 38.4 37.9 36.0 26.4 26.1 20.2

最　　低 -4.8 -2.8 0.4 3.9 9.4 13.1 20.0 22.6 18.5 7.3 3.1 -2.1

湿度 平　　均 64.6 56.2 58.5 59.5 61.9 71.3 69.9 71.5 72.2 64.0 67.0 65.9 65.2

％ 最　　低 25.8 17.4 9.7 9.1 14.7 19.1 23.6 32.2 30.8 21.3 27.5 27.5

降水日数 119 5 6 9 14 11 16 10 14 11 11 6 6

総降水量 1409.0 26.0 45.5 101.0 117.0 173.0 309.5 98.0 154.5 152.0 109.0 69.0 54.5

10分間最大 1.0 1.0 2.0 3.5 2.5 12.0 6.0 8.0 21.5 11.5 3.0 2.0

1時間最大 3.0 4.0 7.0 7.5 9.5 36.5 14.5 23.5 60.5 17.5 10.0 7.5

最大日雨量 15.5 30.0 26.0 31.0 54.0 152.0 31.5 71.0 61.0 29.5 25.5 18.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

128 108 138 109 118 137 308 154 136 144 127 131

196 170 202 185 174 180 196 197 195 212 193 210

330 314 369 360 369 399 330 448 406 330 366 397

0 1 1 2 2 1 0 1 0 1 0 1

654 593 710 656 663 717 834 800 737 687 686 739

月　別　気　象　状　況

令和5年中 

風向 平　　均

　　　　　　月
　項目

風速 最　　高

m/s 瞬間最大

気温
℃

降雨

㎜

合計

　　　　　月
 回線

8,476

回　線　別　１　１　９　番　受　信　状　況

その他

携帯電話

IP電話

令和5年中

合計

固定電話

10

1,738

2,310

4,418
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明治 23 年 5 月 東春日井郡瀬戸村に２部編成定員１００名をもって消防組を発足

明治 27 年 2 月 勅令及び県令により公設消防を組織し、瀬戸町せ組・と組で構成

明治 29 年 7 月 今村地区に私設消防組を設立

明治 39 年 幡山村に私設消防組を設立

大正 2 年 瀬戸町せ組・と組を公設消防第１部・第２部に改称（水野村に私設消防組設立、品野村に消防組を編成）

大正 7 年 瀬戸町公設消防組に第３部を増加編成

大正 12 年 2 月 水野村上水野消防組が公設消防組に認可

大正 14 年 赤津村公設消防組を瀬戸町公設消防組に編入し、第４部に増加編成

大正 15 年 12 月 水野村中水野、下水野消防組が公設消防組に認可、安土・南山・曽野私設消防組編成

昭和 4 年 10 月 市制施行に伴い瀬戸市消防組と改編、４部１０８名で構成

昭和 14 年 4 月 瀬戸市警防団本部常備消防部として発足し、警防団６分団、総員９００名、消防ポンプ車５台、三輪ポンプ車
１台、腕用ポンプ５台を配備、戦中は防空業務に活躍

昭和 22 年 10 月 警防団本部常備消防部を解散し、同時に瀬戸市常備消防部として発足、業務開始

昭和 26 年 5 月 東春日井郡水野村との合併に伴い、水野村消防団を統合

8 月 瀬戸市消防本部設置

昭和 30 年 2 月 愛知郡幡山村との合併に伴い、幡山村消防団を統合

昭和 32 年 4 月 瀬戸市危険物安全協会設立

昭和 34 年 4 月 品野町との合併に伴い、品野町消防団を統合

7 月 瀬戸市消防音楽隊を発足

10 月 消防中短波無線局の設置（基地１、移動２、携帯２）

昭和 35 年 4 月 消防団１団、１３分団３２９名で構成

9 月 瀬戸市消防署設置

昭和 36 年 6 月 ロータリークラブより１Ｂ型救急車の寄贈を受け、救急業務を開始

昭和 37 年 3 月 消防庁告示による常設中心主義を目標とし、消防庁舎新築工事着手

4 月 瀬戸市火災予防条例の施行

10 月 消防庁舎竣工

昭和 40 年 3 月 瀬戸信用金庫から１Ｂ型救急車の寄贈を受け、２台体制による業務開始

昭和 43 年 1 月 化学消防ポンプ自動車配備

5 月 瀬戸市指定水利規程の施行

6 月 瀬戸市火災警報規則の施行

昭和 45 年 4 月 消防署救助隊の発足

昭和 46 年 12 月 新消防庁舎新築工事着手

昭和 47 年 8 月 新消防庁舎竣工

消防本部、消防署は新庁舎に移転し、旧庁舎は東分署として消防業務開始

１５ｍ級屈折梯子付消防ポンプ車を本署に配備

昭和 48 年 5 月 瀬戸尾張旭当直医問い合わせテレホンサービスの開始

昭和 49 年 2 月 救助工作車を東分署に配備

4 月 消防本部に総務課を設置

昭和 50 年 10 月 定光寺に火気使用制限区域の設定

12 月 保育器の使用による未熟児搬送に関し、瀬戸旭医師会と救急業務実施協定の締結

昭和 52 年 6 月 瀬戸信用金庫から２Ｂ型救急車の寄贈を受け、東分署に配備

7 月 瀬戸市自衛消防連絡協議会設立

昭和 53 年 3 月 自治体消防発足３０周年記念大会の開催

瀬戸社会福祉事業協力会から査察車兼広報車（軽四輪）の寄贈を受け、消防署に配備

昭和 54 年 12 月 消防救急指令装置Ｂ型及び地図検索装置の導入

昭和 55 年 10 月 消防水利整備計画に耐震性貯水槽（４０㎥）の設置を策定

昭和 56 年 9 月 日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ車（給水装置付）の寄贈を受け、消防署に配備

10 月 日本消防協会から２Ｂ型救急車の寄贈を受け、消防署に更新配備

消防署三部制勤務の試行開始

昭和 58 年 4 月 消防署三部制勤務の開始

昭和 59 年 3 月 大型照明電源車を消防署に配備

昭和 60 年 3 月 水南分団詰所を移転新築

8 月 現場指揮本部等の体制強化を図るため、消防署に指令車を増強配備

10 月 陶原分団詰所を移転新築

昭和 62 年 2 月 火災情報テレホンサービスの開始

昭和 63 年 3 月 品野台分団詰所を移転新築

平成 元 年 3 月 自治体消防発足４０周年記念大会の開催

4 月 瀬戸市婦人消防隊連絡協議会設立

10 月 品野町１丁目に東分署移転新築、旧庁舎は南出張所として消防業務を開始

瀬　戸　市　の　消　防　の　沿　革
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平成 2 年 3 月 消防緊急情報システムの運用開始

救急波消防無線の導入整備

平成 3 年 3 月 南出張所を南分署に名称変更、南分署庁舎新築

平成 4 年 3 月 東明分団詰所を移転新築

10 月 第８回全国婦人消防繰法大会に愛知県代表として瀬戸市婦人消防隊が出場（横浜市）

平成 5 年 4 月 消防本部に予防課、消防署に救急係を設置

平成 6 年 4 月 東分署に救急係を設置

平成 7 年 1 月 阪神・淡路大震災応援派遣

10 月 高規格救急車を消防署に更新配備

防災資機材地域備蓄倉庫新築

平成 8 年 1 月 自衛消防隊と大規模災害時における消防業務協定締結（１９事業所）

2 月 普通救命講習会の実施

12 月 高規格救急車を東分署に更新配備

平成 9 年 1 月 下品野分団詰所を新築

4 月 南分署に救急係を設置

9 月 自治体消防発足５０周年記念大会の開催

高規格救急車を南分署に更新配備

平成 11 年 4 月 自主防災リーダー委嘱開始

平成 12 年 4 月 瀬戸市少年消防クラブ設立

5 月 二市一町救急業務連絡協議会の設立

10 月 公立陶生病院にて救急隊臨床実習を開始

平成 13 年 1 月 消防本部庁舎の耐震工事の施工（仮眠室個室化）

3 月 名古屋市と消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結

7 月 消防本部公式ホームページの開設

11 月 救急隊病院内臨床実習・医師救急車同乗研修(ワークステーション）の開始

平成 14 年 3 月 瀬戸市消防本部シンボルマークを「ファイ太くん」に決定

4 月 応急手当普及推進計画（普通救命講習目標年間３，０００人）の開始

東分署の改修工事を施工（仮眠室個室化）

10 月 生物・化学テロ災害対策として消防庁から資機材を受領（化学防護服・除染シャワー・各種検知資機材）

平成 15 年 3 月 祖母懐分団詰所を移転新築

4 月 副団長３名制、団員入団資格を市内在住・在勤に拡大

6 月 公立陶生病院「救急業務高度化推進業務委託契約」締結

8 月 愛知医大「救急業務高度化推進業務委託契約」締結

救急隊包括的指示除細動運用開始

12 月 瀬戸市消防団ラッパ隊発足

消防高所監視カメラ運用開始

平成 16 年 2 月 南分署の改修工事を施工（仮眠室個室化）

11 月  市内公共施設（4ヶ所）にAEDを設置（県内初）市内公共施設（４箇所）にＡＥＤを設置（県内初）

平成 17 年 2 月 消防自動二輪車（赤バイ）を日本消防協会から寄贈を受ける（３台）

消防自動二輪車隊（赤バイ隊）を発足

10 月 財団法人２００５年日本国際博覧会協会から救急自動車の寄贈を受け東分署に更新配備

携帯電話による１１９番直接受信開始

平成 18 年 2 月 災害支援消防団員（ＯＢ団員）を任命（１２名）

3 月 市道拡張工事に伴い、效範分団詰所を移転新築

尾張旭市及び長久手町と消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結

4 月 消防本部１課体制へ移行、グループ制を導入

5 月 春日井市と消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結

8 月 岐阜県土岐市と消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結

9 月 岐阜県多治見市と消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結

平成 19 年 4 月 消防署グループ制を導入

12 月 瀬戸市ＡＥＤステーション認定制度創設

平成 21 年 3 月 水Ⅱ型消防ポンプ自動車(クラスＡ泡消火薬剤自動混合装置付）を本署に更新配備

平成 22 年 7 月 救急安心たまご事業を開始

10 月 ガンバレ消防団応援事業所創設

平成２３23 年 3 月 水Ⅱ型消防ポンプ自動車(ＣＡＦＳ装置付）を南分署に更新配備

東日本大震災に係る緊急消防援助隊派遣

幼年消防クラブ設立

平成 24 年 2 月 水Ⅱ型消防ポンプ自動車(ＣＡＦＳ装置付）を東分署に更新配備

11 月 消防団訓練場を開設

わんわん消防隊結成式を開催

12 月 瀬戸・尾張旭消防指令センターの運用開始

平成 25 年 12 月 消防団応援サポータ-制度開始
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平成 26 年 1 月 新救急ワークステーション施設運用開始

10 月 御嶽山の噴火災害に係る緊急消防援助隊派遣

平成 27 年 2 月 広報６１号車を愛知県共済生活協同組合から寄贈を受ける

3 月 道泉分団詰所の竣工

5 月 瀬戸市消防団による大学生等活動認定制度開始

7 月 公共施設ＡＥＤの屋外設置開始（県内初）

12 月 緊急通報メール１１９番の受信業務開始

平成 28 年 3 月 山口分団詰所の竣工。山口分団車及び搬送６号車（消防庁無償貸付）の配備

4 月 消防署救急対策室を設置

山口分団、女性分団の設立

平成 29 年 3 月 深川分団詰所の竣工

5 月 災害時協力事業所登録制度の創設

8 月 瀬戸市危険物安全協会から無人航空機及び三輪バイクの寄贈を受け、消防署に配備

平成 30 年 3 月 高規格救急車を１台増強

4 月 消防署１隊増強（消防担当新設）

三市消防団連絡協議会発足

尾三消防本部と消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結

5 月 違反対象物の公表制度開始

西日本豪雨に係る緊急消防援助隊派遣

8 月 消防新庁舎整備事業用地を取得（今池町）

10 月 尾張旭市と全国初の消防行政の連携・協力に関する協定を締結

12 月 日本消防協会から消防団活動車の寄贈を受け消防署に配備

平成 31 年 4 月 瀬戸市住宅用火災警報器適正配置促進事業（全世帯訪問調査）を開始

１１９番通報受信時に、多言語に対応できる三者間同時通訳システムを運用開始

令和 2 年 11 月 ＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車(普通自動車免許対応）を深川分団に更新配備

令和 3 年 2 月 瀬戸市消防本部のＰＲ動画を作成

7 月 静岡県熱海市土石流災害に係る緊急消防援助隊派遣

令和 4 年 4 月 消防本部をグループ制から課制に変更（総務課、予防課）

9 月 消防署、消防団のインスタグラムの運用を開始

令和 5 年 3 月 消防団にチェンソー等の救助資機材を配備

4 月 瀬戸市婦人消防隊連絡協議会を瀬戸市女性防火クラブ協議会に改称

令和 6 年 1 月 能登半島地震に係る緊急消防援助隊派遣
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締結先機関名 協定締結年月日 摘要

尾　張　旭　市 昭和27年11月28日 隣接市との応援協定

春　日　井　市 昭和39年10月1日 〃

豊　　田　　市 昭和43年8月1日 〃

名　古　屋　市 昭和53年6月1日 〃

尾 三 消 防 本 部 平成30年4月1日 〃

全　市　町　村 平成2年4月1日 県内広域応援協定

名古屋市他２３消防本部
一部事務組合 平成28年3月15日

愛知県下高速道路における
消防相互応援協定

多　治　見　市 昭和44年2月1日 隣接市との応援協定

土　　岐　　市 昭和58年1月31日 〃

消防本部（局） 構成市

名古屋市消防局 名古屋市

瀬戸市消防本部 瀬戸市

尾張旭市消防本部 尾張旭市

津島市消防本部 津島市

蟹江市消防本部 蟹江市

あま市

大治町

弥富町

飛島村

愛西市消防本部 愛西市

８消防本部（局） １０市町村３消防指令センター

名古屋市防災指令センター

瀬戸・尾張旭消防指令センター

消　防　相　互　応　援　協　定

愛
　
知
　
県

岐
阜
県

　消防組織法第３９条第２項の規定に基づき、消防の相互応援について次のとおり協定を締結し
ている。

海部地方消防指令センター
海部東部消防本部

海部南部消防本部

消　防　指　令　業　務　の　共　同　運　用

　令和７年４月１日から、名古屋市を含む８消防本部（局）で通信指令センターの共同運用開始
予定。

センター名
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■ロゴマークについて 

瀬戸の魅力である「自然と共生しながら

育まれてきたものづくり文化」「やきも

のづくりとも深く関わってきた里山」の

イメージを伝えるコンテンツ（狛犬、椿、

オオサンショウウオ、里山、瀬戸川、瀬

戸焼、登り窯、窯垣）を六角形に配置し

ました。 

 

■「いいもん せともん」について 

「せともん」＝「瀬戸物」陶磁器の代名

詞として全国的に定着している言葉。  

「もん」＝モノだけでなく、ヒト、コト

など、瀬戸の多様な物事を言い表してい

ます。また、「もん」の響きが、「誇り」、

「職人気質」を感じさせ、瀬戸の気風を

表しています。 

《瀬戸市のロゴマーク・キャッチコピー》 

《Instagram アカウント》 《瀬戸市ホームページ》 《YouTube アカウント》 


